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富士通株式会社（注 1 以下 富士通）と学校法人帝京大学 冲永総合研究所 （注 2 以下 帝大冲永総研）は、XR や空間コ
ンピューティング（注 3）、生成 AIなどのデジタルテクノロジーを活用し、自身の体内の状態を深く理解することで生活習慣の改善に向け
た意識向上やヘルスケアリテラシー向上をサポートする UX プラットフォームの共同研究（以下、本研究）を 2024年 10月 18日か
ら本格的に開始します。 
 

 
動画: 本共同研究のコンセプトムービー 

 
本研究では、健康診断の受診結果から生活習慣の改善が必要とされた受診者が保健師との面談時、または面談後に、XR と空間
コンピューティングを用いて体内の様子をバーチャルで空間上に再現し、健康課題が潜んでいる箇所に対する理解を深めることで、生活
改善に向けた健康意識と行動変容にどのような影響を与えるかを検証します。また、生成 AI を搭載した AI ヘルスケアサポーターのア
バターを作成し、生活習慣の改善に向けたフォローアップを行うことにより、受診者のヘルスケアリテラシーの向上などに与える影響も検証
します。 
 
 

【背景と課題】 

近年、生活習慣病は高齢者層だけでなく若年層でも増加傾向であり、生活習慣の改善による重症化予防が国民の医療費負担の
軽減や企業の労働生産性の向上、個人の QoL（Quality of life）向上に繋がると考えられています。そのため、厚生労働省は健
康保険組合に対してデータヘルス計画（注 4）の策定と実施を義務付けています。健康保険組合が保持する健康診断結果や医療機
関が作成する診療報酬明細のデータを用いて健康診断で得られた数値と病気の関係性を分析し、生活習慣の改善を行うという
PDCA サイクルにより効率的かつ効果的な改善が進められています。 

しかし、生活習慣の改善には、それを支援する側の努力だけでなく、改善を求められる個人が健康に対する興味や関心を持つよう意
識の変革を行い、自らの意思で行動を変えていくことが必要です。 
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富士通と帝京大学が XRや空間コンピューティング、 
生成 AIを活用し、生活習慣改善を促進する 

UXの共同研究を開始 
  

https://www.youtube.com/embed/ibYTuasYOuI?feature=oembed
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富士通と帝大冲永総研は、2022年 10月より、インフォームドコンセントにおいて XR や空間コンピューティング、生成 AI を用いた医
師と患者のコミュニケーションギャップの解消を目指す研究を行ってきました。その研究成果である、患者の生体データから生成したバーチ
ャル体内モデルや、AI メディカルサポーターのアバターなどの技術を活用し、このたび、生活習慣改善の意識向上やヘルスケアリテラシー
向上をサポートする UX プラットフォームの共同研究を本格的に開始します。 

 

【共同研究について】 

１．共同研究期間︓ 
2024年 10月 18日～2025年 1月 31日 
 

２．研究概要︓ 
① 保健師や、健康診断により生活習慣の改善が必要と診断された受診者にインタビューを行い、生活習慣の行動変容を起こ

せない本質的な阻害要因（例︓時間にゆとりがない、自覚症状がない）を特定します。 
② ①で特定した阻害要因を踏まえ、生活習慣の改善を必要とする受診者が行動変容を起こすためのアイデアを抽出します。 
③ XR や空間コンピューティングを活用して内臓や骨格などをバーチャルに空間上で再現可能なプロトタイプを作成します。 
④ 生成 AI を搭載し生活習慣病の予防について学習した AI ヘルスケアサポーターのプロトタイプを作成します。 
⑤ 健康診断の受診結果から、健康課題を発見された受診者が③のプロトタイプを用いて、自身の体内の様子を空間上に表

示しながら保健師と面談を実施することで、受診者の健康意識の向上や行動変容にどのような影響を与えるかを検証しま
す。 

⑥ ④のプロトタイプを用いて、受診者が AI ヘルスケアサポーターに健康に関する質問をしたり、生活習慣の改善に向けた具体
的な取り組みに対する助言などのフォローアップをすることにより、本人や家族のヘルスリテラシーの向上や自律的な改善行動
に結びつくかを検証します。 

 
 
 
３．両者の役割︓ 

• 富士通 

• 関係者、有識者へのデザインリサーチ、真の生活習慣改善意識の阻害要因の特定 
• 自律的な生活習慣改善の UX/UI シナリオの作成 
• 初期プロトタイプの開発サポート、改善提案、プロトタイプでの実証実験 

• 帝大冲永総研 

• 医学的専門知識の提供 
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• 医療領域における可視化ノウハウの共有 
• 保有する生体臓器データを用いた初期プロトタイプ開発 

 
 
【今後について】 

両者は本共同研究の成果をもとに、デジタルテクノロジーを活用した健康指導の社会実装による生活習慣病予防を通じて、人々の
Well-Being の実現と健康に関わる社会課題の解決に貢献していきます。 
 

【商標について】 

記載されている製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。 
 
【注釈】 

注１ 富士通株式会社： 
本店 神奈川県川崎市中原区、代表取締役社長 時田 隆仁 

注 2 帝京大学冲永総合研究所： 

   所在地 東京都千代田区、所長 冲永 佳史 

注 3 空間コンピューティング： 

実空間とデジタル空間をシームレスに統合し、その空間内で人が情報をインタラクティブにコントロールできる技術 

注 4 データヘルス計画： 

概要（厚生労働省のウェブサイト） 

注 5 デザインリサーチ： 

   ユーザー起点でのプロダクトやサービス設計を目的に、さまざまな情報収集と整理から潜在的なニーズ 

を洞察し、新たな課題や価値を発見する調査 

【関連リンク】 

＃はじまりのデザイン ｜ 意志あるWell-beingが実現できる社会へ 

 

本件に関するお問い合わせ 

富士通株式会社 
デザインセンター 

E-mail: contact-spectacles@cs.jp.fujitsu.com 

 

学校法人帝京大学 
帝京大学本部広報課 

E-mail: kouhou@teikyo-u.ac.jp 

 

 
 

 
 

 

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12401000-Hokenkyoku-Soumuka/0000176800.pdf
https://design-spectacles.jp.fujitsu.com/n/n6fdff7932c94
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